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全塾ゼミナール委員会 

 

【委員会構成】 
 全塾ゼミナール委員会は慶應義塾大学の公認団体であり，200 余りのゼミから成る各学部のゼミナー

ル委員会を統括し，研究会活動に関する学生自治を任されております．当委員会は，下記の 6 つの学部

の研究会に所属する学生の中から，立候補によって選出された 10 名により運営されています． 

 

経済学部・商学部・法学部法律学科・法学部政治学科 

文学部人文社会学科社会学専攻・文学部人文社会学科人間科学専攻 

 

【意義】 
本会は，各委員会に所属する研究会生の学術的活動並びに友好的交流支援により他学部他学科間の相

互理解・相互連携を通して慶應義塾大学のアカデミズムの興隆に寄与することを目的とする． 

（全塾ゼミナール委員会規約第 1 章第 1 条より） 

 

【主な活動内容】 
他学部入ゼミ支援 

今年度は新型コロナウイルスの影響で，春学期の入ゼミ説明会は学部によってオンライン説明会など

対応が分かれておりますが，例年であれば 6 月中旬より，2 年生に対して各学部で入ゼミ説明会が行わ

れています．学生は基本的に所属する学部のゼミに入会しますが，一部他学部生の入ゼミを受け入れて

いるゼミがあります．そこで，学部を超えてのゼミの情報収集の負担を軽減すべく，全塾ゼミナール委員

会が情報提供をサポートします．具体的には各学部の入ゼミ説明会でブースを出展，他学部入ゼミ説明

会の開催，他学部入ゼミ冊子の作成，Twitter，ホームページを通じて支援致します．  

 

業界講演会 

塾生の皆さまが将来の進路を決定する際の一助となれるよう，多岐に渡る業界で活躍する OBOG の

方々の講演を，企画・運営しております．毎年秋学期に開催しており，本年度も皆様からアンケートに基

づき講演会の企画を進めております． 

 

全塾ソフトボール大会 

今年度は中止となりましたが，毎年各学部でソフトボール大会が行われます．上位に残ったゼミが，学

部を超えて対戦するのが全塾ソフトボール大会であり，この大会の企画運営を行います． 
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他学部入ゼミについて 

全塾ゼミナール委員会では，学部を超えて他学部のゼミで学びたいという意欲的な方を応援してい

ます．新型コロナウイルスの影響で，今学期中は入ゼミ説明会を校舎で行うことはできませんが，各学

部ゼミナール委員会がオンライン説明会等を企画しています．詳細は各学部ゼミナール委員会の HP や

全塾 HP，Twitter で随時更新していきますので是非ご確認ください． 

 ご質問等ございましたら，お気軽にメールにてご連絡ください． 

 

Ｑ.他学部のゼミに所属することはできるのでしょうか? 
Ａ. 入会したいゼミが他学部生を受け入れており，入会課題や面接などを受け，入会を認められた場合，

他学部のゼミに所属することが出来ます． 

他学部入ゼミは基礎学力の違い，単位上の問題などある程度のリスクを伴うものです．しかし，全塾ゼ

ミナール委員会は他学部のゼミを志望する学生に情報提供し，サポートを行っていきたいと思いますの

で，どんな些細なことでもお気軽にお尋ねください． 

 

Ｑ.全塾ゼミナール委員会ではすべての学部・学科のゼミに関して相談に乗ってもらえるの

ですか? 
Ａ. 当委員会は，慶應義塾大学の三田キャンパスの 6 つの学部・学科（経済学部，商学部，法学部法律学

科，法学部政治学科，文学部人文社会学科社会学専攻，文学部人文社会学科人間科学専攻）の研究会に所

属する学生の中から，立候補によって選出された計 10 名により運営されています． 

そのため，上記以外の学部・学科については情報を提供できません．湘南藤沢キャンパス(SFC)，理工

学部，医学部はもちろんですが，文学部教育・心理・美術その他専攻もこれに当たります．これらのゼミ

に興味のある方は直接そのゼミに連絡をとって頂くことになります． 

 

Ｑ. 自分の所属している学部のゼミと他学部のゼミの両方に所属することは可能ですか?  
Ａ. 可能です．ただし，2 つのゼミを受験され両方入会を許可された場合，片方を辞退する行為は極めて

失礼に当たるため，必ず両方に所属し全うして頂くようお願い致します．ゼミの活動は，予想以上に内容

の濃いものです．時間的拘束など複数のゼミに所属するメリット，デメリットの両方を熟考の上，後悔し

ないゼミ選びをして下さい． 
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単位取得に関する注意事項 
 

経済学部 

 他学部設置の「研究会」は関連科目として履修できます．また，経済学部設置の「研究会」と同時に履

修することもできますが，他学部設置の「研究会」を同一学期に複数履修することはできません（自由科

目として履修することもできません）． 

 他学部設置の研究会は，「関連科目」として扱われ，12 単位まで専門教育科目の単位として含めること

ができます（超過分は卒業単位認定科目に算入されます）． 

 

商学部 

 他学部設置の研究会は，商学関連科目，または自由科目Ⅰとしてのみ履修できます．他学部・諸研究所

設置科目は，商学部関連科目として 8 単位を超えて履修申告し，単位を取得することはできますが，上

限 8 単位を超えた分は卒業所要単位には含まれませんので，十分注意してください． 

 商学部の研究会に入会した場合，その単位は専攻科目Ⅳ類となりますが，他学部の場合はこれに含ま

れないため，他の授業で専攻科目Ⅳ類を 1 科目以上履修する必要があります． 

 

法学部法律学科 

展開科目「他学科・他学部等の専門的授業科目」として扱われます．卒業までに必要となる展開科目 44

単位に含めることはできますが，「展開科目（研究会・演習）」には含まれません．該当単位の卒業までの

履修上限は 22 単位までであり，超過分は「自主選択科目」となります． 

 

法学部政治学科 

 「自主選択科目」として扱われます． 

 

文学部人文社会学科 社会学専攻・人間科学専攻 

 「専門教育科目（専門選択科目）」として扱われます．また，文学部のゼミは 1 コマ 1 単位ですが，他

学部のゼミは 1 コマ 2 単位となります． 

 ただ，4 年次に選択必修を 4 単位以上修得し，かつ 4 年秋学期に卒業試験を履修・合格しないと卒業

できません． 
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各学部入ゼミ選考に関する注意事項 
 

※現段階で各学部ゼミナール委員会が発表しているものであり，今後日程が変更される場合があります．

詳しくは，各学部ゼミナール委員会の HP 等でご確認ください． 

 

経済学部 

第 2 回入ゼミ説明会（box） 10/1～ 

個別説明会 10/9 

三田祭論文発表 11 月 

A 日程選考 3 月 

B 日程選考 3 月 

C 日程選考 3 月 

◆日程 試験日程は商学部と同時期で，比較的遅い． 

◆試験 多くの研究会で経済学の知識を問われる．例年，人気ゼミの倍率は高い傾向にある． 

    人気ゼミでも A 日程・B 日程両方で募集を行うケースが多い． 

 

 

 

商学部 

第 2 回ゼミ説明会 10/2 

第 3 回ゼミ説明会 2/5 

一次選考 3 月 

※その他詳細なスケジュールは未定ですが，例年と同時期になる予定です．詳細は，商学部ゼミナール委

員会 HP，各種 SNS をご覧ください． 

 

◆日程 全ての学部学科専攻の中で最も試験日程が遅い． 

◆試験 特定のゼミに集中する傾向がある．共通 ES あり． 

◆注意点 他学部入ゼミ試験を受けた学生は，商学部一次選考の受験は不可．二次募集は受験可能． 
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法学部法律学科 
全体説明会（box 公開） 9/23 

個別説明会（Zoom） 10/2，10/17，10/30 

聴講会（box 公開） 11/1 

仮登録 11/13～11/14 

本登録 12/4 

二次募集 1/8 

◆日程 試験日程が早いため，短い時間でゼミ選びと試験対策を行う必要がある． 

    本登録後の試験日程は各ゼミで異なるため要確認． 

 

 

 

 

 

 

 

 

法学部政治学科 

入ゼミ説明会 10/31 

オープンゼミ 11 月 

入ゼミ課題告知 12 月 

一次選考 2/7 

二次選考 3/4 

◆日程 選考は 2 月初旬だが，課題提出（論文提出）は 12，1 月であるため注意が必要． 

◆試験 課題である論文の分量は研究会ごとに様々だが，早めに取り掛かるとよい． 

    例年，一次選考は面接で，課題を提出しないと受験することができない． 
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文学部人文社会学科社会学専攻 

ゼミ説明会 10 月 

オープンゼミ 11 月 

選考 12 月 

◆日程 試験日程が早く，短い時間でゼミ選びと試験対策を行う必要がある． 

    試験日程は研究所により異なるため要確認． 

 

 

 

 

 

 

 

文学部人文社会学科人間科学専攻 

ゼミ紹介資料公開 11 月半ば 

オープンゼミ 11 月下旬～12 月上旬 

中間調査 11 月～12 月上旬 

第一次募集 12 月半ば 

第一次選考 1 月半ば～ 

◆日程 試験日程は研究所により異なるため要確認． 

◆試験 ゼミナール委員会の HP がないため，説明会やオープンゼミでの情報収集が重要． 


